






























































































































?? ?????? ． ??? ? ?、
Plasmal
総；量
（mg）
O．064
0，085
0ユ50
0．232
0．340
0．550
0．735
1．405
2．385
4．632
5．790
9．230
11．72
mg一％
21．3
26．7
32．3
30．5
28．5
30．5
30．0
30．1
35．7
42．7
・　43．3
56．0
55．4
？lasma！ogen
総：：量
（mg）
O．115
0．153
0．270
0．418
0．612
1．000
1．233
2．615
4．300
8：350
10．422
16．614
21096
mg一％
38．3
48．1
58．1
55．0
51．2
55．0
54．0
54．1
64．2
76．9
77．9
100．8
99．7
第2表　1蘭ヒ時におけるPlasmalogen量の変動
醇化
日数
???????? ?
新鮮重量
　（g）
O．17
0．36
0．54
0．61
0．63
乾燥重量
　（g）
O．02
0．06
0．08
0．09
0．10
Plasmal
総　：量
（mg）
O．108
0．246
0．469
0．770
0．93（｝
mg一％
64．5
68．5
868
126．2
147．6
Plasmalogen
総　量
（mg）
O．194
0．442
0．844
1．386
1．674
mg一％・
116．0
123．2
156．3
227．1
265．7
　　　　　　墨重：騒xエσo脳PI　　＞く100．全P正　　　　　　全体重
15．7
10．2
8．0
8．3
6．9
??．??
8）　Feulgen：　Z．　physiol・　Chem，　257，　161（1938－39）．
9）吉原：札幌医誌3，200（1952）．
10）　Fiske－Subbarow：　」．　Biol．　Chem．　66，　375　（1925＞．
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　一方脳においては新鮮重量は15日まで比較的大なる増
量を示すが16日以後には著明な増量は認められない。し
かるに水分量の変動を見るにエ0目85％，13日82％，16日
84％，18日85％，20日84％と一定の値を示した。
　Plasmalogen量の変化は卿化日数の経過に伴なって，総
第3表各日におけ’る鶏胎児の
　　Plasmalogen量の関係
贈化日数
????
全燐q国論IPI・・螺・9・・
　　　　　　　　　凪
　（mg）　i　（mg）
　3．5
11．2
39．5
124．8
247，5
274．5
O．27
1．00
261
8．35
16．60
2109
Pl
　　　×　100tot．　P
?????? ? ?
15
10
?）
（g）
一一。新鮮重量
・一・一一 o1・・m・1・gel・総量
　ノノ「
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?
．??
?
　　　　　グ　斗2・
　　　　ノ　1
　　　グ　！15
　　t／’　1
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／　　　i
／　　　I
　　　　　　　　ls
　　　　　　　　　kmg）
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　　　　　艀化日数
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量もmg％値もともに増加する。特に16日以後において
増量の度が大であった。即ち10日には総量0，19mg，　mg
％は116mg％，13日では0．44　mg，123　mg％，16日では
O．84　mg，156　mg　％，18日では1．38　mg，227　mg　％，20日
では1．67mg，265．7　mg　％の値を示した。
　また，脳Plasmalogen量と全胎児Plasmalogen量の百
分比を求めると10日では15．7mg，13日では10．2　mg，16．
日では8，0mg，18日では8．3mg，20日では6．9　mgとなり，
16日以後では全Plasmalogen量1こ対して脳のPlasmalo－
gen量の白むる割合はほぼ一定となる。
　また脳重量と全体重の百分比は工0日では7．1mg，工3日
では5．4㎎，16日では4．O　mg，18日では3．7　mg，20日で
は2．9mgと減少することが知られた。
　また第3表に示す如く全燐脂質量も鶏．胎児の発育に伴な
い第6日半は3．5mg，9日では11．2mg，12日では39．5　mg，
15日では124．8mg，18日では247．5　mg，20日頃は274．5
mgと増量を示し，特に第2週後において著明であった。
　さらにこれら全燐脂質量とPlasmalogen量との百分比
を見るに第6日では7．7mg，9日では8．9　mg，12日では
6．6mg，15日では6．7　mg，18日では6．7　mg，20日では7．6
mgとほぼ同様の値を示すことよりPlasmlogenの変動と
全燐脂質との変動が平行することが知られる。
O．7
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卿化日数
第2図
　　　　　　　　　　考　　　按
　受精卵による騨化を行い開始後4日より．20日に至る問
の鶏胎児発育過程におけるPlasmalogen含有量の変動を
追求して前述の如き結果を得た。体重の変動は多くの研究
者の報告せるものと一致し，水分量は鱒化日数の経過する
に伴ない吹第に減少し，20日においては77％となった。
即ち体重の増量は後半程固形分が増加することが認められ
た。一以下においては重量は16日目まで比較的著しい増
量を示すが，それ以後には大して増量が認められない。永
分量は84％と常に一定であった。しかして脳の重量と全
体重との’百分比は日数の早期には7％であるが20日目に
おいては3％を占むるに過ぎなくなる。この事実は鶏胎児
の発育の早期に脳神経系が他の部より急速に発達すること
を示す．
　一方全胎児のPlasmalogen量は胎児の発育に伴ない増
量する。総量は12日目までは体重の増量にほぼ比例して
増量する。従ってmg％値は一走値を示す，しかしそれ以
後には総量は著明な増量：をき’たし，mg％値もまた著しく
増加する。即ち．4日には総量0．115mg，で38．3　mg％6日
では0．27mg，58．1　mg％，8日では0．62　mg，55．O　mg％，
10日では1．23mg，54．O　mg％，12日では2．61　mg，54．1
mg％とPlasmalogen量の増量は体量の増加にほぼ比例
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する。しかし13日以後は13日では総量43mgでmg％
値は642mg％，15日では8．35　mgで76．9　mg　％，18日で
は16．61mgで100．81ng％，20日では21．09　mgで99．7　mg
％とPlasmalogen：量の増加の度が体刑：の増加度よりも大
なることがmg％の増加の著明なることより知られる。
　この專実はPlasmalogenも他の燐脂質，即ちLecithin
及びCephalinの変動と同一の経過を示すものである。
　さらに脳についての成績を見るにPlasmalogenは日数
の経過に従い増加するも全胎児の変動と同様に2週間以後
に特に増量が著明である。即ち10日では総量0．19mgで
mg％値は116㎎％，13日では0．44　mgで123．2　mg％な
るに対し16日以後は16日ではで0．84mgで156．3　mg％，
18日では1．38mgで22「1．1mg％，20日では1．67　mgで，
265．7mg％と総量及びmg％値もともに著しく増加する。
　；次に脳中Plasmalogen量と全胎児のPlasmalogen量
の百分比をとると10日では15．7，13日では10．2，である
が16日以後は16日では8．0，18日では8．3，20日では6．9
とほぼ一定となることが認められた。この結果も先の脳重
量と全体重の百分比をとって得られた結果と同様でこれら
の結果は．ともに鶏胎児の発育中に，他の部に比して脳の発
育が早くより起ることを示すものと考える。
　なお先に著者な受精卵中のPlasmalogen量を測定して
平均値35．4mg含有せられることを知ったが，今回の結果
では騨化後20日目において全州胎児のPlasmalogen量は
21．1mgで受精卵の中に含有せられた量に達しなかった。
この事実は既に報告せられたLecithin及びCephalinの
場合と同様の結果を示す。従ってPlasma16genも受精卵
中のものが，そのまま鶏胎児中に移行するのではなく，
Hevesyのいうが如く鶏胎児にて新生せられると考えるの
が至当と思われる。
　さらに全燐脂質の変動とPlasmalogenの変動を考察す
ると騨化時の各口における百分比は第6日では7．7，9日で
は8．9，12日では6．6，15日では6∫7，18日では6π，20日
では7．6となりこれは騨化時の前半において他の胎児にお
けるPlasmalogenの形成が燐脂質より早く行われ，2週
後においては平行することを示すものと考えられる。
総 括
　1呼化開始第4日より20日に至る間の鶏胎児の
Plasmalogenの変動を中心として追求した。
　全胎児については体重は2週間以後に急速なる．
増量をきたし，他方，水分は次第に減少した。
　全胎児のPlas皿alogen量は胎児の発育に伴な
い増量するが，特に最後の1週間に著明な増量を
きたした。第201三iにては総量21．1mgでmg％
値としては99．7mg％の値を示し，第4日の値の
総量では200倍，mg％値では3倍の増加をきた
している。しかしなお最初の受精卵に含有せられ
る量のほぼ1／2量であった。
　また2週問以後全燐脂質量とPlasmalogen量
は平行して変動するが，そ．れ以前ではPlasmalo－
genの形成の速度がやや大である。
　脳のみについても追求を行ったが，重量は16日
まで比較的平なる増量を示したが以後は著明な増
加が認められなかった。水分と固形分の割合は常
に一定であった。
　脳中のPlasmalogen量も最後の1週において
増量著しかった。第20日においては全Plasmalo－
gen量の7％を占めている。
　　　　　　　　　　　　　　　（阿召禾030．4．20受f寸）
Summary
　　In　the　course　of　development　of　the　chick　embryos（from．the　4th　to　the　20th　day　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨmcubatio11）the　changes　of　plasmalogen　contents　were　investlgated．
　　The　body　weight　of　embryo　increased　markedly　after　two　weeks，　while　the　water
content　decreased　gradually．
　　The　plaslnalogell　contents　in　the　embryo　increased　during　the　developmental　period
of　the　chick；．　significantly　during　the　last　week　of　incuba’tion．
　　On　the　20th　day　the　total　amounts　were　21．1　mg．，　but　this　value　was　about　half　of
the　amount　contained　in　fertilized　egg　before　incubation．
　　The　changes　of　the　contentS　of　lecithin，　cephalin　and　plasmalogen　were　paralleL
　　Inbrain，　the　weight　inc士eased　to　a　comparatively　Iarge　degree　up　till　the　14th　day，
but　during　the　last　week　the　increase　was　only　slight．
　　The　plasmalogen　content　in．brain　also　increased　markedly　during　the　last　week．　OIl
the　20th　day　it　was　calculated　at　7％of　the　total　amounts．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Apr．20，1955）
